
奥
山
虎
炳
は
天
保
二
年
（
一
八
四
○
）
一
月
八
日
に
、
奥
山
玄

仲
の
長
男
と
し
て
長
崎
で
生
ま
れ
た
。
玄
仲
は
出
羽
国
上
山
藩
医

で
、
神
田
お
玉
ヶ
池
種
痘
所
の
設
立
に
あ
た
っ
て
、
そ
れ
に
協
力

し
た
江
戸
在
住
八
三
名
の
藺
方
医
の
一
人
で
あ
る
。
虎
炳
は
幕
末

ま
で
は
玄
省
を
名
の
っ
て
い
た
の
で
、
以
下
江
戸
期
は
玄
省
を
も

ち
い
る
。

玄
省
が
長
崎
生
ま
れ
で
あ
る
こ
と
は
、
「
奥
山
家
系
図
」
が
教
え

る
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
上
山
藩
医
玄
仲
の
子
が
長
崎
で
生
ま
れ
た

と
い
う
の
は
、
玄
仲
が
長
崎
に
遊
学
し
て
い
た
こ
と
を
う
か
が
わ

せ
る
。玄

省
は
幼
時
父
玄
仲
に
し
た
が
っ
て
江
戸
に
で
て
、
林
家
の
第

二
代
大
学
頭
復
斎
（
述
斎
の
第
六
子
）
、
や
安
積
艮
斎
、
安
井
息
軒

に
つ
い
て
儒
学
を
学
ん
だ
。
は
じ
め
は
父
か
ら
、
の
ち
に
は
堀
達
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泰

日

之
助
に
オ
ラ
ン
ダ
語
を
学
ん
で
い
る
。

文
久
三
年
（
一
八
六
三
）
九
月
、
玄
省
は
あ
ら
た
に
創
設
さ
れ
た

歩
兵
屯
所
附
医
師
と
な
り
、
西
丸
下
屯
所
詰
と
な
っ
た
。
慶
応
元

年
二
八
六
五
）
五
月
に
は
歩
兵
屯
所
附
御
抱
医
師
富
士
見
御
宝
蔵

番
格
と
な
り
、
慶
応
三
年
（
一
八
六
七
）
五
月
に
は
歩
兵
屯
所
附
医

師
取
締
介
に
昇
進
し
た
。
慶
応
四
年
（
一
八
六
八
）
の
幕
府
互
解
ま

で
歩
兵
屯
所
附
医
師
と
し
て
、
東
海
道
を
往
復
し
て
京
、
大
坂
の

地
の
警
護
に
あ
た
っ
た
歩
兵
組
に
つ
き
そ
っ
て
、
そ
の
医
療
面
を

担
当
し
た
。

徳
川
幕
府
の
崩
壊
後
早
い
時
期
に
新
政
府
の
医
療
関
係
機
関
に

出
仕
し
た
が
、
そ
の
時
期
は
あ
き
ら
か
で
は
な
い
・
明
治
二
年
（
一

八
六
九
）
三
月
に
は
す
で
に
大
病
院
三
等
医
師
に
就
任
し
て
お
り
、

さ
ら
に
同
年
一
二
月
に
は
大
学
校
中
助
教
に
昇
進
し
て
い
る
。
お

そ
ら
く
こ
の
こ
ろ
虎
炳
と
改
名
し
た
も
の
と
お
も
わ
れ
る
。

虎
炳
は
明
治
四
年
（
一
八
七
一
）
九
月
大
学
か
ら
兵
部
省
に
転
属

に
な
り
、
翌
年
二
月
兵
部
省
が
陸
海
軍
の
二
省
に
分
離
し
た
さ
い

に
海
軍
省
出
仕
と
な
っ
た
。
明
治
六
年
（
一
八
七
三
）
一
月
発
行
の

「
袖
珍
官
員
録
」
に
は
、
虎
炳
は
大
医
監
（
大
佐
相
当
官
）
と
し
て

海
軍
軍
医
寮
の
軍
医
の
ト
ッ
プ
を
し
め
て
い
る
。
事
務
方
は
石
神
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奥
山
虎
炳
に
著
書
は
な
い
が
、
校
閲
し
た
出
版
物
と
し
て
、
海

軍
病
院
学
舎
外
国
人
教
師
エ
ド
ウ
ィ
ン
・
ホ
イ
ー
ラ
ー
の
講
義
の

翻
訳
書
で
あ
る
「
官
版
講
筵
筆
記
」
と
「
海
軍
軍
医
寮
薬
局
方
」

が
あ
る
。
と
く
に
前
著
で
は
虎
炳
が
、
諸
言
と
例
言
を
執
筆
し
て

豐
民
が
軍
医
寮
助
で
ト
ッ
プ
の
座
を
し
め
て
い
る
。
明
治
六
年
二

八
七
三
）
八
月
に
は
、
海
軍
病
院
学
舎
（
の
ち
の
海
軍
軍
医
学
校
）

の
舎
長
を
か
ね
た
。

海
軍
軍
医
と
し
て
常
に
ト
ッ
プ
の
座
を
し
め
て
い
た
虎
炳
で
あ

っ
た
が
、
明
治
八
年
（
一
八
七
五
）
四
月
石
神
豐
民
の
死
後
、
後
輩

で
あ
る
戸
塚
文
海
に
そ
の
地
位
を
お
び
や
か
さ
れ
る
よ
う
に
な

り
、
明
治
九
年
（
一
八
七
六
）
八
月
新
設
の
海
軍
医
務
局
長
に
戸
塚

文
海
が
就
任
す
る
に
お
よ
び
、
つ
い
に
海
軍
を
退
官
し
た
。
三
七

歳
と
い
う
、
ま
さ
に
働
き
盛
り
で
あ
っ
た
。

以
後
東
京
・
芝
赤
羽
根
で
開
業
し
て
い
た
父
玄
仲
を
手
伝
っ
て

開
業
医
生
活
を
つ
づ
け
、
明
治
三
四
年
（
一
九
○
一
）
に
そ
の
業
を

廃
し
た
後
は
悠
々
自
適
の
生
活
を
お
く
り
、
大
正
一
五
年
（
一
九
二

六
）
一
○
月
一
三
日
八
七
歳
で
病
没
し
た
。
こ
の
間
ま
っ
た
く
世
に

で
よ
う
と
せ
ず
、
『
海
軍
軍
医
会
雑
誌
」
に
さ
え
死
亡
記
事
を
見
出

す
こ
と
は
で
き
な
い
。

い
る
Ｃま

た
そ
の
こ
ろ
の
海
軍
病
院
学
舎
で
は
生
徒
の
英
語
力
が
と
ぼ

し
く
、
ホ
イ
ー
ラ
ー
や
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
ア
ン
ダ
ー
ソ
ン
の
講
義
を

充
分
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
の
で
、
虎
炳
が
中
心
に
な

っ
て
こ
れ
ら
の
講
義
の
通
訳
に
あ
た
っ
た
。

（
東
京
慈
恵
会
医
科
大
学
・
順
天
堂
大
学
医
学
部
）

69 (69）


